
平成２０年度 第２回大阪トラックミーティング   【開催要項】 
 
年間のレースカレンダーの中で最も気軽なトラック競技普及を目的にした大会です ＫＣＳＣに行ったら
みんなが集まっていたので実戦形式の練習会となったと言うものです               
実施要項 
 １．主催  大阪府自転車競技連盟・大阪市自転車競技連盟 
 ２．併催   全日本実業団自転車競技連盟西日本支部    記録会 
 ３．後援 （財）日本自転車競技連盟 
         全日本実業団自転車競技連盟西日本支部 
         大阪高等学校体育連盟自転車競技専門部 
 ４．協力  関西サイクルスポーツセンター            
 ５．日時  平成２０年９月７日(日)  受付バンク入口  ９：００～ 
          （小雨決行）      競技開始     １０：３０必須種目より 
      荒天で開催が危ぶまれる場合 ７：００より携帯電話 090-8881-9051 に問い合わせ可能 
 ６．場所  関西サイクルスポーツセンター（４００ｍトラック） 
             河内長野市天野町１３０４番地 代表電話 0721-54-3100 
 ７．参加資格 平成２０年度（財）日本自転車競技連盟競技登録者または登録予定者とする 
       大阪府登録以外の他府県登録選手は  ※１．オープン参加として認め 
                           大阪府内登録競技者と同等に扱う 
       各種目とも最低６名の参加者がない場合 その種目を統合・取止めることがある 
 ８．競技種目    
        前回から変更になりました  ①②が必須種目とします 
       ①２００ｍハロンタイムトライアル 
       ②１ｋｍタイムトライアル  
       上記記録によりクラス分けを行い  
       
      下記から２種に出場できる（場合により３種目も可とする） 
       ◇成年の部                                 ◇少年の部 
              （１）１０ｋｍスクラッチ                  （１）８ｋｍスクラッチ 
              （２）ポイントレース                       （２）ポイントレース 
              （３）ケイリン                             （３）ケイリン 
            ◇女子の部 
           （１）５００ｍタイムトライアル          
       （２）２ｋｍor３ｋｍｲﾝﾃﾞｳﾞｨﾃﾞｭｱﾙﾊﾟｰｼｭｰﾄ 
              （３）８ｋｍスクラッチ 
       ◇ロードレーサーの部                  ３０度バンクをロードレーサーで体験してみませんか 
              必須種目 ①１ｋｍタイムトライアル 
       （１）１０or１５ｋｍスクラッチ              （先頭責任のない速度競走） 
        
      ◇指導者が付いて特別に小中学生でバンク体験走行も適時併せ行います 
                 貸し出し自転車少しあります  （無料）        
       ﾄﾗｯｸﾚｰｻｰに限らず参加できます        
  
 ９．申込方法 当日受付も可能ですが事前申込歓迎します ８月２９日迄その場合は保険加入します   
        ※ＴＥＬによる受付はできない 
                  
          
１０．参加料 １，０００円    (他府県参加者は５００円ＵＰとします） 
    
        ※関西サイクルスポーツセンターに付き添いで入場される方は  
       通常＠８００円を @６４０円で斡旋しますのでお申込ください 
       但し送付はせず 入り口ゲートで受付入場して頂きます 
１１．表彰 各種目１位から３位に賞状を授与する  
１２．競技規則 (財)日本自転車競技連盟ＪＣＦ規則及び 本大会特別規則により行う 
        ２００８年ＪＣＦ規則を適用する 
１３．注意事項 
   ①すべての競技者は(財)日本自転車競技連盟公認ヘルメット（判定基準ＪＣＦシール）を必ず着     
用すること 
      ②タイムレースに限り エキステンションバーの使用を認める 
   ③競技中の疾病傷害に対し 応急処置をとるが それ以後については本人が一切の責任を負わな     
ければならない    各自必ず健康保険証を持参すること  
      ④スポーツ安全保険未加入者は 各自同程度の傷害保険に加入を推奨します 
                                                                            以上 
 
 


